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重層的支援体制整備事業実施計画について 

 

（１）重層的支援体制整備事業とは 

・高齢、障害、子ども、生活困窮という従来の対象者別の支援制度に収まらない

制度の狭間や複雑化・複合化した困りごとや生きづらさを抱える市民を支援

する事業  

 

・市民が抱える困りごとや生きづらさの例 

 

 

 

 

 

・社会福祉法の改正（令和３年４月１日施行）によって創設 

・上記課題に対応する包括的な支援体制を構築するため、以下の３つの支援（５

つの事業）を一体的に実施する市町村へ交付金を支給する。 

 

 

 

 

 

 

 

・ひきこもり ・8050問題 ・孤立 ・病気、けが ・障害（疑い含む） ・認知症 

・近隣トラブル ・経済的困窮、就労不安定 ・ダブルケア ・ヤングケアラー  

・ひとり親家庭 ・虐待、家庭内暴力 ・差別、いじめ ・不登校 ・セルフネグレクト 

・ごみ屋敷 ・LGBTQ ・外国人 ・依存症 ・自殺企図 ・刑余者 ・ホームレス 

Ⅰ相談支援：本人、世帯の属性にかかわらず受け止める相談支援（①②③） 

Ⅱ参加支援：本人、世帯の状態に合わせ、地域資源を活かしながら、就労支援、

居場所などを提供することで社会とのつながりを回復する支援

（④） 

Ⅲ地域づくりに向けた支援：地域社会からの孤立を防ぐとともに、地域におけ

る多世代の交流や多様な活躍の機会と役割を生

み出す支援（⑤） 

 

① 包括的相談支援事業（既存事業）：相談内容に関わらず包括的に相談を受け 

止め、支援機関のネットワークで対応する。 

② 多機関協働事業（新規事業）：課題が複雑化・複合化した事例の調整役を担 

い、役割分担や支援の方向性を示す。 

③ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業（新規事業）：支援が届いていない 

人に必要な支援を届けるため、関係機関とのネットワークにより潜在的な

相談者を見つけ、本人との信頼関係の構築に向けた支援を行う。 

④ 参加支援事業（新規事業）：社会とのつながり作りを支援するため、地域資 

源とのマッチングや定着支援、支援メニューの開発を行う。 

⑤ 地域づくりに向けた支援事業（既存事業）：世代や属性を超えて交流できる 

居場所を整備するとともに、個別の活動や人のコーディネート・プラット

フォームの形成を通じて、地域における活動の活性化を図る。 
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（２）流山市における重層的支援体制整備事業の検討の経緯 

・有識者による「生きづらさ包括支援の在り方懇談会」と庁内における関係課職

員によるプロジェクトチームを開催し、先進市の状況、新しい相談窓口の在り

方、各事業の実施方式などについて議論を重ね、提言書が市長に提出された。 

・これを受けて重層的支援体制整備事業実施計画（社会福祉法１０６条の五）を

策定し、令和６年度の事業開始に向けて準備するもの。 

 

（３）流山市重層的支援体制整備事業実施計画（案）の概要 

・重層的支援体制整備事業実施計画には、各事業の実施体制（委託の有無、箇所

数など）、重層的支援会議の実施方法、支援関係機関間の連携に関する事項を

記載することとされている。 

・流山市重層的支援体制整備事業実施計画では、流山市の現状を踏まえて、各事

業の実施体制を述べている。 

 

 


